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資産効率の高いビジネスモデルへの転換を目指す

三井住友FL、経常利益1450億円目標　26年３月期

　リース大手の三井住友ファ
イナンス＆リース（ＳＭＦ
Ｌ）は、2026年3月期の経
常利益目標を23年3月期比
6％増の1450億円とする。
近く公表する23〜25年度の
中期経営計画に盛り込む。グ
ループで運用する航空機や不
動産などの資産を証券化し、
販売する事業を強化。保有資
産の拡大を抑制しながら、資
産効率の高いビジネスモデル
への転換を目指す。

　ＳＭＦＬは傘下に、不動産運用会社ケネディクス、航空機リース会社ＳＭＢＣ
アビエーションキャピタル（ＳＭＢＣＡＣ）を抱える。26年３月期までの３年間
は、これらの会社が運用する不動産や航空機を証券化して、機関投資家などに販
売する業務に注力する。主力のリース収入に加え、手数料や売却益で収益を底上
げし、資産効率を高めたい考えだ。

　サステナビリティー（持続可能性）関連の取引は25年度までに累計1兆円を目指
す。従来の目標だった29年度から前倒しする。電気自動車（ＥＶ）などモビリテ
ィー関連のビジネスも強化する。研修・教育の予算は３倍に増やす。

　ＳＭＢＣＡＣは22年に欧州の同業大手を買収し、航空機リースで世界２位グル
ープとなった。今回の中計期間中に両社を合併する計画だ。中期経営計画の為替
水準は１ドル＝１２０円に置いており、足元の130円台の水準が続けば経常利益が
さらに１００億円強上振れする計算になるという。
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